
6人権擁護委員に感謝状
　１月12日、任期満了により退任された渡邊 林さん（深江町）
が長年にわたる人権に関する相談や啓発などの活動に尽力され
た功績が認められ、感謝状が授与されました。
　また同日、新任の湯治 康信さん（深江町）、再任の酒井 久さ
ん（加津佐町）に委嘱状が交付されました。

5４年ぶりに中国の修学旅行生と学校交流
　１月30日、コロナ禍で中断していた中国からの修学旅行生
との学校交流が４年ぶりに深江中学校で開催されました。
　最初は緊張した様子でしたが、じゃんけん列車やシッティン
グバレーボールなどを通して笑顔でハイタッチをするなど楽し
んでいる姿が見られました。

　交流会後は、農林漁業体験
民泊のため入村式に参加し、
それぞれの受入れ先の家族の
一員となり心の交流を図りま
した。翌日の離村式では、受
入れ家族と涙を流しながら別
れを惜しみました。

7被災地へ職員を派遣
　能登半島地震の被災地支援のため、２月10か
ら16日まで職員３人を石川県庁に派遣し、被災
者の住まいの確保に係る業務に従事しました。
　今月には職員２人を珠洲市に、保健師・管理
栄養士など４人を輪島市にそれぞれ派遣し、被
災地支援業務に従事する予定です。
　今後も被災地からの要請があり次第、職員派
遣を含めて支援を行います。

8イングリッシュ・スピーチコンテスト
で最優秀賞

　２月３日、長崎県イングリッシュ・スピーチコ
ンテスト（諫早市）に本市代表として中島 幸香奈
さん（加津佐中３年）と伯川 悠羽さん（西有家小
５年）が出場しました。
　“私のふるさと” をテーマに「自宅近くの砂浜
でゴミ拾いに参加した経験を通して、未来の地
球や子どもを笑顔にするには、まずは自分のま
ちを見つめ直すことの大切さ」を発表した中島
さんが、見事最優秀賞に輝きました。

　本校では、地域について学び、地域の魅力を発信する
ふるさと教育に力を入れて取り組んでいます。
　第13回生徒課題研究研修会で研究テーマ「要らなく
なった服をリメークしよう」が最優秀賞、令和５年度東
彼杵町ビジネスコンテストで研究テーマ「湯の花を使っ
た鳥獣対策」がグランプリを受賞しました。
　協力していただいた関係機関や地域の皆さん、ありが
とうございました。

9かづさるく２０２３ to 岩戸山
　２月２日、加津佐小の児童が協力し合いながら地域を散策し、
加津佐の歴史や魅力を発見することで郷土愛を育んでもらおうと
開催されました。
　同小３～６年生の児童約85人が各班に分かれ地域の住民と交
流をしながら、「カラフルえびす様」や江戸時代から架かる「た
いこ橋」など“かづさの宝”を経て、ゴールの岩戸山を目指しました。
　ゴールでは地元豆腐屋の揚げ豆腐を使ったみそ汁がふるまわれ、
心も体も温まる一日となりました。

10九州地区スポーツ推進委員
　功労者表彰を受賞
　１月20日、草野 康弘さん（南有馬町）が九州地
区スポーツ推進委員功労者表彰を受賞しました。
　草野さんは、本市スポーツ推進委員として
長年にわたり地域のスポーツの普及活動に尽力
されたことが評価され、今回の受賞となりました。

左から湯治さん、酒井さん、松本市長、渡邊さん、
　　　島原人権擁護委員協議会 木村会長、長崎地方法務局 緒川支局長

Focus in 南島原
市内各地で行われたイベントやまちの話題をお届けします。

左から中島さん、伯川さん

市内にある高校の魅力をお伝えします。

Enjoy! High School

翔南通信

生徒課題
研究研修会

東彼杵町
ビジネス
コンテスト

写真：島原新聞社 提供

宮﨑  ハツエさん（口之津町）
大正13年１月21日生まれ

松波  ヨシコさん（南有馬町）
大正13年１月28日生まれ

いつまでもお元気で
～100歳おめでとうございます～
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